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登録リスト（該当：7件）
  ≪  1  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 超誓寺]	超誓寺	　超誓寺は上田市神畑にある浄土宗系の寺院。京都府にある御末寺を総本山としている。御本尊は阿弥陀如来三尊像。
　この寺の由来は、大永年間（1520年代）に足利将軍に仕えていた浦和式部大輔が神畑の山中にあった庵に篭り出家し、超誓道俊と名乗ったことから始まる。深く村人に慕われていた道俊であったが、亡くなると庵、尊像共に参拝する人も減り次第に荒れ果ていった。これを悲しんだ村人は永禄11（1568）年の神畑のこの地に、超誓寺を建立した。ちなみに、この年は織田信長が足利義昭を擁して上洛した年でもある。
　境内には宗派を超えてお薬師様と親しまれた薬師如来像が安置されているお堂や武田信玄が川中島合戦に祈願したといわれているお堂もある。
　寺下駅からも近く参拝は比較的容易。4月頃の夜になると桜の木がライトア	2023-12-21
	2	[image: 信濃国分寺に残る、初代・松平忠周の影]	信濃国分寺に残る、初代・松平忠周の影	　信濃国分寺本堂には、上田松平氏の「五三の桐」が描かれた垂れ幕と提灯が掛けられている。上田市立博物館が発行した『松平氏史料展』によると、松平忠周（ただちか）はそれまで損傷していた信濃国分寺の三重塔を、享保11年（1726）3月8日に修復したと書いてある。修復された当時の状態のまま今日まで残されているかどうかはわからない。だが、忠周が三重塔を今見えている形状に正したのは確かだろう。なお、忠周だけでなく、仙石氏や、その後の松平藩主も国分寺を保護・援助している。
　私は実際に塔を見てみて、三重の屋根は青銅で葺かれているのではないかと思った。その青緑色と塔の木材部分の茶色の組み合わせは綺麗だった。また、塔のすぐそばには池がある。池側から三重塔を見ると、池の大きさはかなり違うけれど、京都府木津川	2023-11-30
	3	[image: 長岡天幡宮]	長岡天幡宮	2022/02/23

京都府長岡八幡宮。
日頃、他人に見せることはほとんどないが御朱印帳の裏に書いている日記を書いてみる。


2022.2.23
京都「長岡天満宮」
太宰府天満宮と同じ、菅原道真公が祀られている。境内までの道のりは大きく異なるが、中は似たものが多かった。
本殿の隣の飛梅・牛の像。
ふと昔のことを思い出し、感傷に浸る。
おじいちゃんといろんな所に行ったな。キジマとか天満宮も、白糸の滝も。
「いつでも楽しそうに」
これからも続ける。	2022-11-19
	4	[image: 蚕都とは]	蚕都とは	そもそも蚕都とはなにか、ということから投稿してみたいと思います。

蚕糸業の中心として繁栄した都市のことで、上田市も蚕都のひとつです。
上田市の他には京都府綾部市などが蚕都として知られます。

上田は江戸時代から昭和時代にかけて蚕糸業で発展を遂げてきました。

当時使われていた施設が現存しており、国の登録有形文化財に指定されていることからも、蚕都としての上田を垣間見ることができます。	2022-11-03
	5	[image: 那須与一ゆかりの地]	那須与一ゆかりの地	　那須与一のゆかりの地は各地にあります。今回は3つ紹介します。

　1つ目は栃木県大田原市にある『玄性寺』です。境内には与一をはじめとする那須一族の供養塔が残っています。また、矢剪石という巨石があり、与一が扇の的を射抜いた時、この石に亀裂が走ったと言われています。

　2つ目は京都府京都市にある『即成院』です。突然病に倒れた与一は即成院で療養しました。熱心な祈願により病が治り、功績(扇の的)をあげることができた与一は、その後も即成院で生涯を終えたと言われています。与一のお墓があります。

　3つ目は香川県高松市牟礼町にある『祈り岩(駒立岩)』です。扇の的を射る前に、与一がこの岩に向かい、「南無八幡大菩薩、別してはわが国の神明日光権現、宇都宮那須湯泉大明神、願わくはあの扇の真中射させ給えか	2022-02-15
	6	[image: 那須与一とは]	那須与一とは	　那須与一は、『平家物語』や『源平盛衰記』に登場する武将です。与一とは10あまり1、つまり11男を示す通称となっています。その名の通り10人兄がいますが、10人のうち9人が平氏の味方となり、残る1人も罪を得てしまったため、与一が家督を継ぎました。その後与一は彼らに那須各地を分地します。屋島の戦いにて扇の的を射ったことで有名です。

　誕生日は不明で、京都伏見にて病死、即成院に埋葬されたと伝えられています。しかしその年月日は史料により異なり、那須系図(那須隆氏蔵)、那須拾遺記によると1189年8月8日、那須系図(続群書類従)によると1190年10月となっています。

　那須与一が頼朝より与えられたと伝えられる荘園は以下の五つです。
・丹波国五賀庄(京都府船井郡日吉町)
・信濃国角豆庄(長野県松本市、塩尻市)
・若狭国東宮	2022-02-15
	7	[image: 山本宣治　高倉・テル　齋藤房雄　記念碑]	山本宣治　高倉・テル　齋藤房雄　記念碑	別所温泉の交番から安楽寺へ向かう途中右手上に、建てられている。


説明板のテキスト

山本宣治
高倉・テル 記念碑について
齋藤 房雄
昭和初期の大恐慌の中、上小(上田・小県)農民組合連合会が結成
され、小作料値下げ、土地取り上げ反対などの運動に立ち上がった。
これよりまえ、上田自由大学の講師として別所に在住していたタカ
クラ・テル(高知県出身、文学者、日本共産党衆・参議院議員)は
農民運動・民主主義と社会進歩の運動に指導的役割を果たした。
一九二九年三月一日、上小農民組合連合会は第二回総会にタカクラ
の義兄弟にあたる山本宣治(京都府出身、生物学者、労農党代議士
『山宣』)を招く。
この記念講演は「千名を超える聴衆に深い感動を与えた。
この講演から四日後の三月五日、山宣は治安維持法改悪承認の議	2020-12-30
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